
ようこそ富谷市へ！地域おこし協力隊着任
観光企画ディレクター　　：中戸亮さん、井上稚子さん
コミュニティマネージャー：佐京栞里さん

　5月1日(金)、本市で初めてとなる3名の地域おこし協力隊に、
委嘱状が交付されました。
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くり産業交流プラザ（TOMI+）にて、活動することになって
います。
　地域おこし協力隊の3名には、これまでの経験を生かして、
新しい視点から地域経済の活性化に向けた取り組みを行ってい
ただきます。
　３名を代表して、中戸さんにお話を伺いました。「神戸出身
なので、これから富谷市について学び、自分にできることを精
一杯がんばりたい。仕事内容は正解のないことが多いので、ま
ずは自分自身が楽しむことで、周りの人にも楽しんでもらいた
い」と意気込みを語ってくれました。

富谷市地域おこし協力隊の業務内容
　観光企画ディレクター
　　�富谷宿観光交流ステーションにて、地域の特色・資源

を生かしたイベントの企画運営
　コミュニティマネージャー
　　�現在「富谷塾」が開催されている TOMI+にて、人

材発掘や起業支援などのプロジェクト立案

問 企画政策課　☎︎358-0517

富谷市が全国市区町村第２位
～審議会等委員への女性登用率～

　内閣府男女共同参画局ホームページの「市町村女性参画状況
見える化マップ」で公表されている、本市の審議会等委員に占
める女性の割合（H31.4.1現在）が、50.3％で全国第2位とな
りました。前回調査時は46.5％で全国第3位。本市の女性登用
率が伸びています。
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市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

4月16日～30日

16日（木) 危機管理対策本部会議・新型コロナウイルス感染症対策本部会議

20日（月） 庁議、富谷市消防団幹部会議

21日（火） 民生委員児童委員表彰状贈呈式

22日（水） 宮城県市町村長会議

23日（木） 来客応対

24日（金） 地域連携・低炭素水素技術実証事業定例会（web会議）、退任行政区長感謝状贈呈式、来客応対

27日（月） 庁議、富谷市議会議員全員協議会、富谷市農業委員会総会、来客応対

28日（火） 危機管理対策本部会議・新型コロナウイルス感染症対策本部会議、記者会見、来客応対

29日（水） ㈱河北ランド第69回定時株主総会・取締役会、特別定額給付金申請書発送事務確認

30日（木） 富谷市議会臨時会、来客応対

5月1日～15日

1日（金）
辞令交付式、地域おこし協力隊委嘱状交付式、特別定
額給付金申請書発送、特別定額給付金対策チーム委嘱
状交付式

7日（木） 庁議、危機管理対策本部会議・新型コロナウイルス感染症対策本部会議、来客応対

8日（金） 来客応対 

9日（土） 特別定額給付金振込事務確認

10日（日） 特別定額給付金振込事務確認

11日（月） 庁議

12日（火） 来客応対

13日（水） 大和町役場訪問、来客応対

14日（木） 市内店舗訪問、富谷新町宿開宿400年企画展「小富谷から大富谷へ」明治22年の大合併、来客応対

15日（金） 農業委員会委嘱状交付式、危機管理対策本部会議・新型コロナウイルス感染症対策本部会議

市 長 日 録

５月14日、新型コロナウイルス特別措置法
に基づき発令されていた緊急事態宣言が、宮
城県を含む39県において解除されました。４
月16日から約１か月にわたる緊急事態が一旦
区切りを迎えることとなりました。
本市では、５月末までとしていた施設等の
利用中止を解除し、小中学校・幼稚園の休校・
休園措置も終了、６月１日から再開します。
長い期間の外出自粛により、市民の皆さま
にはさまざまなご苦労があったことと思いま
す。特に、児童・生徒・園児、そして保護者
の皆さまは、約３か月の間、我慢をしていた
だき、本当に感謝しています。
これから徐々に、日常生活へと戻っていく
ことになりますが、第２波を発生させないた
めには、これからの気の引き締めが肝心です。
新たな生活様式を取り入れながら、引き続き
感染予防を、全員で取り組んでまいりましょう。
この感染症拡大の影響で、打撃を受けてい
る中小企業者や市民の皆さまが多くいること
と思います。これまで市では、皆さまの生活
を支援するため、市独自の経済対策を行って
きました。第１弾の中小企業者への融資信用
保証料補給制度、第２弾として店舗等賃料の
補助、ひとり親家庭等緊急支援を行い、これ
から、テイクアウト等利用促進の ｢食べて応
援クーポン券｣ を配布し、さらに今後、３割
増商品券の発行を予定しています。
そして現在、第３弾の経済支援策も計画し
ています。市民の皆さまが、以前と変わらな
い日常生活に一日も早く戻れるよう、市とし
てもできる限りの支援を進めていきたいと思
っています。
これまで、いろいろなイベントや行事、会
合や事業などが中止や延期になり、会いたい
人にも会えずに、疎遠になっている現状です。
目に見えないこの新型コロナウイルスは、人
と人との距離を遠ざけるウイルスといわれて
います。だからこそ、心と心の距離は一層近
くに、新しい生活様式の
もと、感染予防をしっか
りしながら、出口に向か
って歩みを進めていきま
しょう。

出口に向かって…

はちみつプロジェクト進行中!
問 農林振興課　☎358-0523

今年もサポーターが活躍中
　はちみつプロジェクトサポーターが、少人数で週に数回、巣箱の中
を観察し、女王バチ・働きバチの様子や、はちみつの生産状況を確認し、
採蜜に向けた準備を進めています。今年は36名と、昨年(25名)よりも
多くのサポーターが集まりました。

例年より糖度の高いはちみつ
　 5月15日(金)に、今年の採蜜式に向けて試験的に少量の採蜜を行い
ました。糖度を測ると、84.2度と例年に比べて高い数値でした（昨年
平均82.3度）。
　今年もおいしい“とみやはちみつ”が取れるように、はちみつプロ
ジェクト進行中です。

とみやはちみつプロジェクトとは
　とみやスイーツによるシティブランドの確立を
目指し、ブルーベリーに続く新たな特産品の開発
に力を入れるために、市役所の屋上でスタートし
ました。2016年の実証実験を経て、2017年か
ら本格的に始まり、今年で4年目となります。
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交通死亡事故ゼロ１年達成
～宮城県警察本部長讃辞伝達式～

　6月10日(水)、市内での交通死亡事故ゼロ1年を同月9日(火)
に達成したことを受けて、宮城県警察本部長名の讃辞が贈られ
ました。市内では、昨年大清水地内の国道4号で起こった普通
乗用車の衝突事故から1年間、死亡事故が発生していません。
　富沢俊幸大和警察署長から「交通死亡事故ゼロ1年達成は、
交通安全活動を積極的に行っている市をはじめ、市民の皆さん
の不断の努力の結果。これからも交通死亡事故ゼロを継続して
ほしい」とメッセージを添えて、讃辞が贈られました。市長か
らは「交通死亡事故ゼロ1年、そして市内の物損事故、人身事
故ともに減少傾向にあるのは、市民の皆さんにご尽力いただい
た結果です。今後も安全安心のまちづくりを進めてまいります」
と述べました。
　市では、今後も市民の皆さんや関係団体と連携し、オール富
谷で交通事故のない富谷市を目指してまいります。

宮城県市長会副会長として要望活動
東日本大震災からの復旧･復興

　6月11日(木)、市長が宮城県市長会（会長：大崎市長）にお
ける要望活動を行いました。東日本大震災からの復旧・復興に
ついて、菅家一郎副大臣とウェブ会議で意見交換を行っていま
す。市長は今年から宮城県市長会副会長として、県市長会の重
責も担います。

富谷塾第3期始動！コロナ禍のピンチをチャンスに！

株式会社EIGHT CROWNS(エイトクラウンズ)
モンキーマジックのメンバーで、富谷市民であるメイナード プラ
ントさんと菊池拓哉さんが、最高品質のはちみつを届けたい思い
と、地域のミツバチと日本の養蜂産業の窮状の一助になりたいと
いう志をもって、2018年に設立。富谷市まちづくり産業交流プラ
ザ(TOMI+)に入居し、養蜂事業を展開中。
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市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

5月18日～31日
18日（月） 庁議、来客応対
19日（火） 仙台河川国道事務所訪問、来客応対
20日（水） 黒川地域行政事務組合理事会
21日（木） 来客応対
22日（金） 宮城県庁訪問、大崎市役所訪問

25日（月） 庁議、富谷宿街道まつり実行委員会、宮城県市町村
職員共済組合監事会

26日（火）
黒川地域行政事務組合議会臨時会、宮城県民間非営
利活動促進委員会、新型コロナウイルス感染症に係
る市町村長会議

27日（水）
新型コロナウイルス感染症対策本部会議、富谷茶茶
摘み式、記者会見、交通安全指導員委嘱状交付式、
来客応対

28日（木）
仙塩広域都市計画区分の変更に関する文書の交付
式、宮城県土地改良事業団体連合会仙台支部監査、
臨時庁議、来客応対

29日（金） 来客応対

6月1日～15日

1日（月） 辞令交付式、庁議、富谷市議会全員協議会、富谷市
議会定例会提出議案に係る記者発表

2日（火） 来客応対

3日（水） 市民歌体操ひろめ隊動画撮影、名取市役所訪問、来
客応対

4日（木） 宮城県市町村職員共済組合役員会・組合会、来客応対

5日（金） とみやはちみつプロジェクト採蜜式、来客応対

8日（月） 勤続30年職員表彰状伝達式、庁議、来客応対

9日（火） 富谷市議会定例会

10日（水） 市民歌体操動画撮影、交通死亡事故ゼロ1年達成に
伴う宮城県警察本部長讃辞伝達式、来客応対

11日（木） 宮城県市長会要望活動・正副会長会議、来客応対

12日（金） 富谷市議会定例会

13日（土） 富谷塾第3期開塾式

15日（月） 富谷市議会定例会

市 長 日 録

「富谷茶」が今まさに、新しい歴史を刻もう
としています。
江戸時代、“富谷茶飲んで味は吉岡”と奥道
中歌に詠まれるほど、富谷はお茶の名産地でし
た。その品質の良さには定評があり、伊達政宗
公の推奨のもと、京都や盛岡といった遠方とも
取引をし、「奥州の宇治茶」としても名をはせ
ていたということは驚きです。
大正末期頃まで30軒ほどのお茶栽培農家が
ありましたが、その後、他の産地に押され、次
第に栽培されなくなってしまいました。ただ１
軒、自家用として栽培・製茶していた氣仙屋さ
んにおいても、昭和40年代には栽培をやめら
れてしまいました。
もはや、昔話のようになってしまった「富谷
茶」ですが、市内３つの小・中学校の校章にお
茶の葉が使われており、富谷の象徴として存在
していることに違いありません。これまでも、
富谷市シルバー人材センター、商工会、しんま
ち地区等の皆さまのご協力・ご努力により、「富
谷茶」をつないできていただきました。富谷の
人々の心の中に、お茶を愛する温かな心や、お
茶をもてなす心、お茶によってもたらされる穏
やかな心がはぐくまれてきたように感じます。
平成29年10月から、富谷茶復活プロジェク
トがスタートしています。昨年２月には、日本
紙通商㈱と再生技術協力を締結し、容器内挿し
木技術で富谷茶在来種から苗木の再生を試みま
した。独自の挿し木技術を利用し、在来種を増
殖させることにより、「富谷茶」の原種が受け
継がれたことは、本当に意味があることだと思
います。
そしてこのたび、在来種を栽培していただく
のが、安藤健一さんと小松大介さんです。お二
人には、今年1000本ずつの苗木を育てていた
だきます。
今後は、商品化も見据えながら、毎年2000本
ずつ５年間にわたり植樹を続けていき、以前の
ような「富谷茶」の里をつくっていく計画です。
「富谷茶」の歴史が、昔話ではなく、現在、
そして未来につながる新
たなストーリーとして進
んでいくことを想像しな
がら、大切に見守ってい
きたいと思います。

｢富谷茶｣ 新歴史スタート

インフォメーション
問・申産業観光課　☎358-0524

　富谷塾(塾長：市長)は「自分のアイデアを実現したい！」という思
いを持つ塾生同士が出会い、そして学び合うことで新たなビジネスや
活動を創出する新しいスタイルの起業塾です。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、開催を見合わせていた第
3期富谷塾（3期生は6月17日現在で165名）。感染症対策を徹底した
上で、6月13日(土)に開塾式を行いました。
　式では、先輩起業家でもある塾長が「コロナ禍のピンチをチャンス
に変えてほしい。富谷塾で出会いと学び合いを大切にし、一歩踏み出
してほしい」と富谷塾への思いや塾生に寄せる期待を伝えました。
　また、TOMI+入居企業である株式会社EIGHT CROWNSと塾長に
よる記念トークセッションを開催。代表取締役のメイナードさんは来春オ
ープンする富谷宿観光交流ステーション（とみやど）に触れながら「TOMI
＋と、とみやどに可能性を感じる。皆さんのアイデアをシェアしてい
きましょう」と話されました。「塾生の皆さんが思っていることを形
にしましょう。そして、一緒に富谷を盛り上げましょう」と菊池さん。
富谷市民である2人から、塾生に熱いメッセージが伝えられました。

　「富谷が好き」「富谷で何かしてみたい」な
ど、起業やまちづくりに興味がある方は、産
業観光課へ問い合わせください。

株式会社EIGHT CROWNSのメイナードさん(中央)と
菊池さん(右)

　　�塾長講話、TOMI＋入居企業EIGHT CROWNS（メイナード プラントさん、菊池拓哉さん）�
がトークセッション

　　�TOMI＋入居企業  EIGHT CROWNS（メイナード プラントさん、菊池拓哉さん）が�
塾長とトークセッション

　　�塾生随時募集中！

TOMI+
ホームページ

市内交通安全関係団体の皆さんと
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行政区長会議を開催
　6月26日(金)、第2回行政区長会議を富谷中央公民館大ホー
ルで開催し、市長から新型コロナウイルス感染症対策本部会議
の決定事項や市独自の経済対策など市政運営報告を行ったほ
か、各課から事業の連絡を行いました。第１回の会議は新型コ
ロナウイルスの影響により書面開催としたため、今年度初の顔
合わせとなりました。

あけの平小学校のICTを活用した学習を見学
　全ての学習の基盤となる情報活用能力向上を図るため、市で
は、１人1台のタブレット端末と高速大容量通信の整備を小・
中学校で進めています。
　7月13日(月)、市長がタブレット端末や大型モニターを使用
して行うICT教
育を見学に、あ
け の 平 小 学 校
を 訪 問 し ま し
た。全クラスの
授 業 を 見 学 し
た後、６年生の
児 童 か ら 授 業
の 感 想 な ど を
聞 く こ と が で
きました。

まちづくりの基本となるルール策定へ
　7月3日(金)、第1回富谷市協働のまちづくり推進審議会を開
催しました。市長から10名の委員へ委嘱し、今年度内に策定
を予定しているまちづくりの基本となるルールについて諮問し
ました。審議会の会長には宮城大学の佐々木秀之氏が選出され、
協働のまちづくりを推進するための指針案について協議が行わ
れました。今後は、とみやわくわくミーティング(P6参照)やパ
ブリックコメ
ントなどによ
り、広く意見
を 伺 い な が
ら、指針の策
定に向けて審
議会で協議が
行われます。

67 広報とみや 2020.8月号広報とみや 2020.8月号

市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

6月16日～30日

16日（火） 富谷市議会定例会、新型コロナウイルス感染症対策
本部会議、富谷しんまち活性化協議会、来客応対

17日（水） 来客応対

18日（木） 富谷市議会定例会

19日（金） 富谷市民生委員児童委員協議会6月定例会、来客応
対

20日（土） 来客応対

22日（月） 庁議、来客応対

23日（火）
健康推進員定例研修会、黒川圏広域行政推進協議会
決算監査、持続可能な地域づくり戦略現地視察、来
客応対

24日（水） 記者会見、とみや放課後児童クラブ運営団体会議、
来客応対

25日（木） 富谷市農業委員会総会、大和警察署訪問、来客応対

26日（金） 河北ランド定例取締役会、行政区長会議

28日（日） はにかむ富谷梅収穫作業

29日（月） 庁議、鳴瀬川等大規模氾濫時の減災対策協議会、来
客応対

30日（火） とみやブルーベリーサポーターズ結成式

7月1日～15日

1日（水）
第70回社会を明るくする運動内閣総理大臣メッセージ
伝達式、交通安全指導員委嘱状交付式、ブルーベリーゆ
うパック出発式、臨時宮城県市長会議、来客応対

2日（木） NHK仙台放送局訪問、とみやブルーベリースイーツ
フェア2020開始式、来客応対

3日（金） 富谷市協働のまちづくり推進審議会、来客応対

6日（月） 庁議、要望活動、とみやブルーベリースイーツフェ
ア実施店舗訪問、来客応対

7日（火）
新型コロナウイルス感染症対策本部会議、宮城県国
民健康保険団体連合会監事会、内ヶ崎酒造店訪問、
来客応対

8日（水） 富谷宿観光交流ステーション現地視察、新町宿開宿
400年記念展「天保3年松前藩道中日記展」

9日（木） 宮城県市町村職員退職手当組合決算監査、来客応対
10日（金） 企業訪問
11日（土） 企業訪問

13日（月） 庁議、あけの平小学校訪問、宮城県国民健康保険団
体連合会理事会、東北地方整備局訪問

14日（火） 宮城県民間非営利活動促進委員会

15日（水） とみやブルーベリースイーツフェア実施店舗訪問、
富谷小学校市役所見学、来客応対

市 長 日 録

先日、市内の小学校を訪問し、ICTを活用し
た学習の様子を実際にみる機会がありました。
その学習風景は、これまでの授業とは大きく様
変わりし、大変驚かされました。
児童の机の上にはタブレット端末が配置さ
れ、先生の指示に従い、児童たちは画面に教科
書を映し出して読み、出された質問の答えを打
ち込んでいました。答え合わせでは、黒板脇の
大型モニターにみんなの答えを映し出し、先生
は一人一人の答えを読み上げながら、花まるを
付けていきます。そして、答えがまだの子には、
｢みんなの答えを参考にして考えてください｣
と促していました。
授業を見ていて、子どもたちの反応のよさに
とても驚きました。答えを考えて入力し、先生
に送るまでのスピードの速さから、タブレット
を使いこなしている様子がうかがえました。紙
に鉛筆で字を書くよりもはるかに速く、しかも
紙で提出しないために、ウイルスの感染予防に
もつながっています。また、以前はなかなか手
を挙げられなかった子も、タブレットを使って
答えることは抵抗なくできているということです。
子どもたちは、｢前よりも授業が楽しくなっ
た｣ ｢みんなの意見を見ることができるので参
考になっている｣ ｢分散登校で自宅にいたとき
も、オンラインでつながって、一緒に授業を受
けているようだった｣ と、感想も上々で、しっ
かり順応していると感じました。
中学校においては、臨時休校の対応措置とし
て、家庭学習支援動画を作成・配信し、オンラ
イン学習を推進しました。これは、コロナ禍の
思わぬ副産物と言えるのではないでしょうか。
子どもたちの家庭学習のために、ご尽力いただ
いた先生方と、保護者の皆さまのご協力に感謝
申し上げます。
今後いかなる場合においても、学習の機会を
失わないために、また、GIGAスクール構想の
実現のために、３人に１台だったタブレット端
末を１人１台に増設し、ネットワーク環境も適
正に整備していく予定です。
次の時代を支えていく子どもたちのために、
そして何より、子どもたち
自身が生き生きと学習し、
成長できるように、教育情
報化の取組を進めていきた
いと思っています。

次の時代を支える子どもたちのために

まちづくりの基本となるルールとは･･･
　まちづくりに関わる人たちが、共にまちづ
くりに取り組むための考え方や方向性などを
示すものです。
　今回のミーティングで市民の皆さんからい
ただいたご意見は、市協働のまちづくり推進
審議会での指針案の審議に役立てられます。

　とみやわくわくミーティングを３回にわたって開催し、まちづ
くりの基本となるルールについて話し合います。参加希望の方は、
電話またはメールで申し込みください。年齢は問いませんので、
若者の皆さんをはじめ、多くの方の参加をお待ちしています。傍
聴を希望される方も、事前に申し込みください。

【日　時】
　�３回とも同じテーマです。参加希望の方は、いずれかに参加し

てください。開催時間は変更となる場合があります。
　第１回　8月28日（金）10：00～11：30
　　　　　受付：9：30～
　第２回　8月28日（金）13：30～15：00
　　　　　受付：13：00～
　第３回　8月29日（土）10：00～11：30
　　　　　受付：9：30～

【会　場】富谷市役所３階　302会議室
【対　象】市内在住の方
【人　数】各回10名程度
【申　込】８月20日（木）まで（先着順）
【その他】�当日の写真等を広報や市ホームページ、SNS等に掲載

する場合がありますので、ご了承ください。
問 ・申 市民協働課　�☎022-358-3250 

kyoudou@tomiya-city.miyagi.jp

とみや　　　　　ミーティング開催！
～わたしたちの協働の指針をつくろう！～
わくわく 参加者募集

富谷市長

若生 裕俊

コラム



包括的連携協定を締結
日本郵便株式会社と相互協力

　7月21日(火)、日本郵便株式会社と本市において、包括的連
携協定を締結しました。これまで個別に締結していた防災や高
齢者等の見守り活動に加え、地域活性化やシティセールスなど、
5項目に関して相互連携していくものです。
　今後も、日
本郵便株式会
社と協力連携
しながら、地
域活性化や住
民サービスの
向上を進めて
いきます。

2020年度ラジオ体操 
優良団体等表彰

太子堂絆体操会が受賞
　ラジオ体操の普及奨励に功績のあ
った団体等に対し、かんぽ生命や
NHK、全国ラジオ体操連盟の3者が
表彰しています。太子堂絆体操会は、
平成27年から活動をスタート。平
日の毎朝、町内会館において、ラジ
オ体操を行っています。受賞おめで
とうございます。

令和2年7月豪雨の被災地を支援
市立中学校５校の生徒会が共同募金

　7月豪雨で被害のあった地域を支援しようと、市立中学校5
校の生徒会が共同で募金活動を行いました。8月5日(水)、各
校から代表者1人の計5人が市役所を訪れ、市長へ募金を手渡
しました。「被災地のために何かしたい」「生徒会サミットは中
止になったけれど、全中学校で何かできないか」と生徒から声
が上がり、募金を行うことになったものです。コロナ禍のため、
5中学校の生徒会役員が、ウェブ会議によって募金活動につい
て話し合いました。
　富谷の中学生が集めた貴重な募金は、日本赤十字社を通して
被災地へ送られます。生徒の皆さん、ありがとうございます。

67 広報とみや 2020.9月号広報とみや 2020.9月号

市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

7月16日～31日

16日（木）仙台市・富谷市広域行政協議会総会、新型コロナウイルス感染症対策本部会議、来客応対

17日（金）富谷市民生委員児童委員協議会7月定例会、国道4号拡幅改良（4車線）建設促進期成同盟会総会・勉強会

18日（土）富谷ユネスコ協会設立総会、TOMI＋2周年記念イベント・とみやどアイデアコンテスト

20日（月）庁議、富谷市農業委員会総会、富谷市健康づくり推進協議会、大和警察署訪問、来客応対

21日（火）
富谷市子どもにやさしいまちづくり推進庁内連携会議、富
谷市と日本郵便株式会社との包括的連携協定締結式、来客
応対

22日（水）
富谷市議会議員全員協議会、議会に関する記者発表、仙台
北部道路建設促進期成同盟会総会・意見交換会、黒川消防
署訪問、来客応対

23日（木）みんなの想火プロジェクト
27日（月）庁議、来客応対
28日（火）第95回仙台都市圏広域行政推進協議会

29日（水）富谷市議会臨時会、富谷北部土地改良区臨時総代会、来客応対

30日（木）富谷塾部活動、富谷市介護保険運営委員会、新型コロナウイルス感染症対策本部会議、来客応対

31日（金）
記者会見、富谷市高齢者虐待防止連絡協議会代表者会議、
吉田川流域溜池大和町外3市3ヶ町村組合議会第2回定例会、
来客応対

8月1日～15日
1日（土）ベジシェアとみや

3日（月）庁議、北上川下流河川事務所訪問、宮城県市長会研修会、宮城県市町村長会議、来客応対

4日（火）仙台都市圏広域行政推進協議会要望活動、来客応対

5日（水）ＮＨＫ仙台放送局訪問、富谷市立中学校生徒会合同令和2年7月豪雨募金寄託式、東北地方整備局訪問、来客応対

6日（木）富谷市総合計画審議会、成田中学校・ソフトバンク株式会社プログラミングチャレンジ成果報告、来客応対

7日（金）公立黒川病院・くろかわ訪問看護ステーション管理運営協議会、来客応対

8日（土）富谷塾「とみやどアイデアコンテスト」

10日（月）自然にふれよう山のがっこう

11日（火）庁議、富谷宿観光交流ステーション現地視察、宮城県市町村職員退職手当組合定例監査、来客応対

12日（水）来客応対

13日（木）来客応対

14日（金）富谷の竹あかり

15日（土）富谷の竹あかり

市 長 日 録

来る10月1日から、「富谷市民バスの再編」
と「デマンド型交通の実証運行」が始まります。
これは、現在の市民バスの課題を解決し、より
ニーズに対応した運行形態への移行を目指して
行うものです。本市の特徴でもある、人口が集
中している地域と分散している地域の双方に、
よりよい交通手段となるように検討しました。
まず、市民バスの再編にあたっては、路線ご
との需要を細かく分析し、利用の多い路線への
新循環線の増便や、利用時間などに応じた時刻
改正を行うなど、より多くの市民の皆さまの利
便性向上を目指しました。
そして、市民バスの利用が少ない地域や公共
交通空白地域では、トヨタ自動車株式会社と連
携を図り、デマンド（予約）型交通の実証運行を
行います。本市では初の試みとなり、東部地域
および北部地域を対象とし、富谷市社会福祉協
議会に運行業務を委託することになりました。
利用にあたっては登録制となり、予約を行い、
ご自宅から指定乗降場所までの送迎運行を、乗
車定員６人の車両で行うようになります。慣れ
るまではご不便をお掛けするかもしれません
が、ご理解をお願いします。
運営を担っていただく富谷市社会福祉協議
会では、有償ボランティアの運転手を現在募集
しています。地域の方が運転手として活躍して
いただくことにより、地域の支え合いや助け合
いの形が生まれ、富谷市独自のデマンド型交通
になるのではないかと考えています。
私が市長に就任以来、富谷市の公共交通問題
については、真っ先に取り組んできた行政課題
の一つです。「あらゆる立場・世代の方々でも
安全で自由に動けるまちづくり」を施策目標に
掲げ、昨年３月に「富谷市公共交通グランドデ
ザイン（基本構想）」を策定しました。そしてそ
の実現に向け、今年の３月には「富谷市都市・
地域総合交通戦略（基本計画）」を策定し、その
中の短期施策として掲げた「市民バスの再編」
と「デマンド型交通」の実証運行については、
来月から実行していきます。
一方、「幹線交通の強化」は、明石台地区か
ら泉中央駅間の新たな公共交通軸の導入を、長
期的な計画と位置付けてい
ます。今後も国、県、仙台
市等関係者間との協議を重
ねながら、確実に進めてい
きたいと思っています。

公共交通施策について 　国際連合教育科学文化機関(ユネスコ)憲章の理念を踏ま
え、地域における社会的課題の解決やよりよい社会づく
りに貢献するため、富谷ユネスコ協会が設立されました。
　協会が発足したのは5月23日(土)。新型コロナウイルス
の感染拡大の影響により、設立総会は延期されていまし
た。7月18日(土)、多くの会員が出席するなか総会が行わ
れ、会則や今年度の事業計画が承認・決定されました。

　県内には、世界初の民間ユネスコとして1947年に誕生した
仙台ユネスコ協会のほか、塩竈市や白石市、気仙沼市にユネス
コ協会が設立されています。富谷のユネスコ協会は県内5番目
に誕生しました。
　初代会長に就任した阿

あ
部
べ
弘
ひろ
康
やす
さん(成田)は「安心して生活で

きる、よりよい社会づくりに貢献したい」とあいさつされまし
た。富谷ユネスコ協会は、ユネスコスクールの活動支援やふる
さと遺産の伝承などを通して、地域社会の持続的な発展を目指
します。
※�本市では、2018年に全ての市立小・中学校、幼稚園において、
ユネスコスクールの加盟が完了しています。役員に就任された方を紹介する会長の阿部さん。協会設立に尽力さ

れた皆さんです

会員数は約120名。随時会員を募集し
ています。問い合わせは、富谷ユネス
コ協会事務局(学校教育課☎022-358-
0521)へ

会場の富谷中央公民館大ホールでは、
ソーシャルディスタンスを保ち、感
染症対策をした上での開催でした。

富谷ユネスコ協会誕生！

富谷市長

若生 裕俊

コラム



株式会社キスケフーズ寄贈
「牛たんカレー」で県外の学生を応援

　9月8日(火)、牛たん加工販売の株式会社キスケフーズ様（大
清水）より、レトルト食品「たっぷり牛たんカレー」2,800袋が
寄贈されました。これは、本市の未来を担う若者や子どもたち
のために役立ててほしいと寄贈されたものです。
　本市では、いただいた牛たんカレーを、富谷市産新米と富谷
の水をセットにして、新型
コロナウイルス感染症独自
経済対策「とみやふるさと
便」として、県外にいる大
学生や専門学校生へ送るほ
か、市内の子ども食堂へ提
供することとしています。

宮城三菱自動車販売株式会社と協定締結
災害時に電動車両・給電装置を借り受け
　自然災害や大規模停電発生等の緊急事態において、電動車両
と給電を行う装置一式を借り受けできるよう、8月28日(金)、
宮城三菱自動車販売株式会社様(仙台市宮城野区)と災害時の協
力協定を締結しました。
　借り受けできる車両は、
三菱自動車のプラグインハ
イブリッド車「アウトラン
ダー PHEV」。最大1500W
まで使用することが可能
で、協定締結式後には、実
際の車両でテレビや電子レ
ンジなどを使用する実演も
行われました。
　市では、今後も安全安心
のまちづくりに向けて、さ
まざまな取組を進めてまい
ります。

67 広報とみや 2020.10月号広報とみや 2020.10月号

市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

8月16日～31日
16日（日） 富谷の竹あかり
17日（月） 庁議

18日（火） 富谷市国民健康保険運営協議会、黒川地域行政事務組合
理事会、来客応対

19日（水）

河北ランド定例取締役会、第1回富谷市地域公共交通会
議、東北地方整備局訪問、令和元年度富谷市各種会計等
決算審査に伴う講評、自治体クラウド共同利用協定、来
客応対

20日（木） 県道大衡仙台線建設促進協力会要望会、富谷市障がい者
施策推進協議会、臨時庁議、来客応対

21日（金） 富谷市民生委員児童委員協議会8月定例会、Date FM
収録、来客応対

22日（土） TOMIYAカップ中学生夏季研修ソフトテニス大会、
100歳お祝い訪問

23日（日） 藤原ひろのぶおはなし会 in 宮城富谷

24日（月） 庁議、宮城県市町村職員退職手当組合定例議会・全員協
議会

25日（火） 富谷市議会全員協議会、富谷市農業委員会総会、記者会
見

26日（水） 県庁訪問、宮城県市長会議
27日（木） 黒川地域行政事務組合議会定例会、来客応対

28日（金）

とみやわくわくミーティング、富谷宿開宿400年企画展
「ふるさとと戦争」戦後75年を迎えて、富谷宿観光交流
ステーション現地視察、災害時等における電動車両及び
給電装置の貸与に関する協力協定締結式、来客応対

29日（土） ベジシェアとみや、とみやわくわくミーティング

31日（月）
庁議、新型コロナウイルス感染症対策本部会議、宮城国
道協議会未来へつなぐ東北の道路を考えるセミナー・意
見交換会、来客応対

9月1日～15日
1日（火） 富谷市議会定例会

2日（水） 県庁訪問、企業訪問、花火プロジェクト実行委員会、来
客応対

3日（木） 富谷市議会定例会、富谷市消防団幹部会議、来客応対
4日（金） 富谷市議会定例会、来客応対

5日（土） 富谷市ユネスコ協会富谷市学芸員と巡るしんまち探訪、
西コミ自然ふれあい学校

6日（日） 西コミ自然ふれあい学校

7日（月） 庁議、富谷市議会定例会、県産和牛学校給食提供支援事
業状況視察、来客応対

8日（火） 株式会社キスケフーズ寄贈品贈呈式、富谷高校総合的な
探究の時間における市長講演、来客応対

9日（水） 富谷市議会定例会、100歳お祝い訪問

10日（木） 富谷市議会定例会、明治安田生命保険相互会社新型コロ
ナウイルス対策支援寄附金贈呈式、来客応対

11日（金） 富谷市議会定例会、来客応対
13日（日） 富谷の竹あかりワークショップ

14日（月） 庁議、とみや学園日吉台校開講式、宮城県民間非営利活
動促進委員会

15日（火） 富谷市議会定例会、富谷市議会全員協議会

市 長 日 録

この10月、本来であれば、開宿400年記念と
して、「富谷宿観光交流ステーション・とみやど」
がオープンし、「街道まつり本まつり」を実施
する予定でした。しかし、新型コロナウイルス
感染症の影響で、残念ながら「とみやど」のオ
ープンは来春となり、街道まつりも来年への開
催延期を余儀なくされました。

協力をいただいている方々や、楽しみにされ
ていた皆さまには、大変申し訳ありませんが、
もうしばらくお待ちいただきたいと思います。

富谷宿の開宿にあたっては、内ヶ崎織部氏が
初代検断に命じられて東奔西走し、宿場開設の
ために力を尽くしました。たった13軒だった
人家が次第に増えていき、織部氏の才幹と努力
によって、まちが構成されていきました。そし
てその努力が認められ、400年前の元和６年

（1620年）９月13日、仙台藩祖伊達政宗公から
の書状をもって、新しい宿場町として富谷宿が
開かれました。

文政５年（1822年）の記録では、25業種100
軒近くの店があったとあります。酒屋、味噌醤
油屋、旅籠などが軒を連ね、富谷宿が発展して
いきました。また、お茶づくりが盛んになり、品
質の良いお茶ができ、富谷の名が有名となった
ことも、富谷の歴史の中で大きな出来事です。

奥州街道の一駅として生まれた富谷が、この
ように発展してきたのは、先人の方々がたゆま
ぬ努力を続けてこられたことに他なりません。
そのことに深く感謝するとともに、この機会に
しっかりと振り返り、改めて歴史を共有してい
きたいと思います。

今月24日・25日には「富谷茶と宿場町を楽
しむ会」をしんまち地区で開催します。「観光
交流ステーション・とみやど」の内覧や、旧脇
本陣の見学などを行います。また、11月6日・
7日には、「とうほく街道会議第16回交流会」
を本市で開催します。「奥州街道・富谷宿」を
テーマに、記念講演やパネルディスカッション
が予定されています。この２つの行事にぜひご
参加いただき、富谷宿の400年の歴史を感じて
いたければと思います。

富谷の誇るべき富谷宿を次世代に伝え、しん
まち地区の活性化を進めな
がら、新たな歴史を皆さま
とともに刻んでいきたいと
思っています。

400年に思いをはせて

富谷宿開宿400年　市制施行4周年記念

住みたくなるまち日本一を目指して

と み や 市 政 懇 談 会

花火プロジェクト
10月10日(土)　19:00～

【観覧場所】市役所敷地内、しんまち公園など
【打上場所】富谷小学校校庭
※荒天時は、11日(日)に順延となります。

問花火プロジェクト
　実行委員会事務局
　(企画政策課内
　☎022-358-0517)

富谷中央
公民館

しんまち公園

富谷幼稚園

富谷市役所

富谷保育所

256

富谷小学校

けやき館
打上場所

観覧場所

観覧する際は、密集、密接にならないよう、新型コロナ
ウイルス対策にご協力をお願いします。

　市の行政運営の状況を皆さんへお知らせし、今後のま
ちづくりに向けた意見や提案をお聞きする機会として

「とみや市政懇談会」を開催します。
　お住まいの地区に関わらず、どの会場でも参加できま
すので、ぜひご参加ください。

【日時・会場】

期日 時間 会場

11月15日(日) 14:00～15:30 成田公民館

11月21日(土) 14:00～15:30 富谷中央公民館

【申込】�会場準備等の都合上、11月6日(金)までに電話や
ファクス、メールで申し込みください。（参加す
る会場、氏名、住所（地区）、連絡先をお知らせ
ください。）

問企画政策課　☎022-358-0517　 022-358-2365
　 kikakuseisaku@tomiya-city.miyagi.jp

富谷市長

若生 裕俊

コラム



富谷宿観光交流ステーション
「とみやど」

4月17日(土)  午前10時グランドオープン
3月28日(日)  午前10時プレオープン　

大和警察署・富谷市・大和町・大郷町・大衡村
安全・安心の見守り活動に関する協定を締結
　10月14日(水)、犯罪発生抑止や交通事故抑止など、地域の
安全安心を守るため、大和警察署と富谷・黒川地域の4市町村
において「安全・安心のための見守り活動に関する協定」を締
結しました。この協定によ
り、ながら見守り活動の強化
や犯罪情報の発信、防犯カメ
ラ等のデータを提供するな
ど、相互に協力連携します。
　今後も情報共有を図りな
がら、富谷・黒川地域がさら
に安全で安心のまちとなる
よう取組を進めます。

日本ファインセラミックス株式会社 富谷事業所
高屋敷地区に第2・第3工場を増築

　10月2日(金)、日本ファ
インセラミックス株式会社
富谷事業所様において、第
2・第3工場の竣工式が執り
行われました。この工場で
は、窒化ケイ素セラミック
ス製絶縁放熱基板の量産を
行います。今後は、低炭素・
脱炭素社会の実現に向け、
より性能の高い基板の製品
化に取り組まれます。

「とみやど」はしんまち通りに面し、内ヶ崎酒造店の向かいです
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市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

9月16日～30日

16日（水）
とみや学園東向陽台校開講式、県庁訪問、富谷宿開宿
400年記念とうほく街道会議交流会・実行委員会、黒
川地域行政事務組合理事会、来客応対

17日（木） 富谷市議会定例会、新型コロナウイルス感染症対策本
部会議、富谷しんまち活性化協議会

18日（金） 秋の交通安全県民総ぐるみ運動富谷市出動式、宮城県
市町村自治振興センター訪問、来客応対

19日（土） みつばちの住む里づくり、富谷塾
20日（日） 元気な鷹乃杜応援祭、富谷の竹あかりワークショップ

23日（水）
秋の交通安全県民総ぐるみ運動成田ファーストステー
ジ、庁議、県庁訪問、社会資本整備を考える首長の会
意見交換会、来客応対

24日（木） 秋の交通安全運動市内巡回、富谷市地域福祉計画推進
協議会、来客応対

25日（金） 秋の交通安全運動市内巡回、食育推進会議、富谷市行
政区長会議、来客応対

26日（土） ベジシェアとみや、陸上自衛隊東北方面隊創隊60周
年記念コンサート

28日（月） 秋の交通安全運動市内巡回、庁議、とみや学園富谷中
央校開講式、富谷市農業委員会総会

29日（火） 秋の交通安全運動市内巡回、とみや学園富ケ丘校開講
式、来客応対

30日（水）
秋の交通安全運動市内巡回、とみここウェルカムパー
ティー、記者会見、仙台北部道路富谷JCT現場視察、
来客応対

10月1日～15日

1日（木） 富谷市デマンド型交通運行出発式、辞令交付式、赤い
羽根共同募金・歳末たすけあい募金進発式、来客応対

2日（金） 日本ファインセラミックス株式会社第2・第3工場竣
工式、来客応対

4日（日） 富谷市バレーボールスポーツ少年団交流大会・リガー
レ仙台バレーボール教室、熊野神社祭典

5日（月） 庁議、黒川地域行政事務組合議会臨時会・全員協議会、
鷹乃杜幼稚園訪問、企業訪問、来客応対

6日（火） 鷹乃杜街かどカフェ、宮城県市町村職員研修所階層別
研修新規採用職員研修講話、来客応対

7日（水） 来客応対

8日（木）
Date fm電話出演、宮城県市町村自治振興センター
議会定例会、秋のとみやスイーツフェア2020開始式、
来客応対

9日（金） 来客応対
10日（土） 西コミ自然ふれあい学校
11日（日） 富谷宿開宿400年・市制施行4周年花火プロジェクト
12日（月） 富谷市職員環境美化活動、庁議、企業訪問、来客応対
13日（火） 富谷宿観光交流ステーション・とみやど出店者会議

14日（水）
安全・安心のための見守り活動に関する協定締結式、
秋のとみやスイーツフェア実施店舗訪問、宮城学院大
学外部評価委員会（オンライン会議）

15日（木） 仙台北部道路建設促進期成同盟会地元要望、来客応対

市 長 日 録

現在、富谷市では、防災協定や包括協定など
で、多数の協定を締結しています。協定の相手
方は、行政・公的機関のほか、大学や民間企業
と多方面に渡っています。
富谷で最初の協定は、55年前の昭和40年に
黒川郡内の４自治体にて取り交わした消防相互
応援の防災協定でした。その後も、災害発生等
の非常事態における消防や救急業務などについ
ての防災協定を、多くの行政機関と結んでおり
ます。これは、災害等による被害を最小限に軽
減させ、応急対応や復旧対策等を円滑に遂行し、
災害に強いまちづくりを目的としており、近隣
の市町村や行政事務組合において、互いに協力
しながら、強い信頼関係の元に協定を締結して
います。
また、大学との協定については、県内４つの
大学と包括連携協定を結んでいます。本市の施
策や地域課題に対しての助言など、学術的な見
地から豊富な知識やノウハウを、さまざまな形
でご提供いただいています。
行政機関や大学で担えない部分に関しては、
民間企業等の力をお借りし、その得意分野を生
かし、地域の活性化や市民サービスの向上に貢
献していただく仕組みを作っています。
民間との協定は、平成９年にみやぎ生活共同
組合との「災害時における応急生活物資供給等
の協力に関する協定」を結んだのが最初です。
その後も、さまざまな事業所のご協力をいただ
きながら、有効な協定を締結しています。
平成23年３月の東日本大震災をきっかけに、
防災協定の必要性が高まり、物資不足の解消や
迅速な災害復旧のために、多くの協定を締結さ
せていただき、市民の皆さまの生活を守るため
の安心の源となっております。
また、このコロナ禍においては、マスクや消
毒液が不足している折に、さまざまな協定先の
事業者から提供を受けることができました。当
時、緊急事態宣言が発令される中、感染拡大防
止の貴重な物資として役立たせていただき、大
変感謝しています。
本市としても、協力をいただくのみならず、
行政機関としての役割をし
っかり果たしながら、今後
も連携関係を大切にしてい
きたいと思っています。

強い味方…連携の力

地域で支え合う富谷市の新たな公共交通

「富谷市デマンド型交通」
実証運行中！

　10月1日(木)、新たに、市内の北部地域と東部地域を対象と
した「富谷市デマンド型交通」がスタートしました。
　このデマンド型交通は、予約に応じて他の利用者と乗り合い
で運行し、自宅と公共施設や病院、金融機関、商業施設などの指
定乗降場所を結び、目的地まで送迎する公共交通サービスです。

※�利用には、事前に利用者登録が必要であり、随時受付を行っ
ています。詳しくは問い合わせください。

　デマンド型交通は、富谷市社会福祉協議会に運行を委託し、
運行車両のドライバーは運送地域内の方が担っています。自治
体と地域の支え合いで運行するこの仕組みは、本市独自の運行
形態であり、県内では初めての取組です。
　また市民バスの運行についても、イオン富谷店を拠点とした

「イオン循環便」を新設し便数を増やす等、大幅な改正を行い、
利便性の向上を図りました。
　今後も市民の皆さんの声をお聞きしながら、利用しやすい市
民バス・デマンド型交通の運行に取り組んでいきます。

利用第1号となっ
た 伊 藤 吉 子 さ ん

（石積）と庄子智子
さん（石積）

「便利なので今後
も利用したい」と
話されました

左から、富谷市社会福祉協議会長 草野 昭德さん、市長、富谷
市議会議長 渡邊 俊一さん、運転手代表 相澤 明さん（明石町
内会長） 問・申 企画政策課　交通政策推進室　☎022-358-3248

富谷市長

若生 裕俊

コラム



新型コロナウイルス感染症対策・東日本大震災からの復興など
東北市長会で要望活動

　11月11日(水)、東北市長会の役員を務める市長が、新型コ
ロナウイルス感染症対策や東日本大震災からの復興などに関し
て、関係省庁で要望活動を行いました。内閣府では西村康稔経
済再生担当相へ新型コロナウイルスに関する要望書を手渡し、
感染症対策や自治体への財政支援などを要望しました。

仙台北部道路の整備促進を要望活動
　富谷市、大和町、大郷町、大衡村、利府町で構成する仙台北
部道路建設促進期成同盟会(会長：富谷市長)において、国土交
通省や財務省等へ仙台北部道路の４車線化や富谷ジャンクショ
ンのフルジャンクション化の要望活動を行いました。

交通死亡事故ゼロ500日達成
　10月26日(月)、市内に
おける交通死亡事故ゼロ
500日達成を受けて、県
および県警本部より褒状
が送られました。
　市では、今後も交通事
故の起きない、安全で安
心なまちづくりを進めて
いきますので、市民の皆
さんにおかれましては、
交通ルールと交通マナー
の徹底をお願いします。

令和２年 富谷市功労者表彰式
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市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

10月16日～31日
16日（金) 宮城県市長会要望活動、秋のとみやスイーツフェア実施店舗

訪問
17日（土) 富谷塾

18日（日) 黒川小学生バレーボール連盟会長杯秋季大会、エフエム福島
ラジオ収録

19日（月) 庁議、来客応対

20日（火) 河北ランド定例取締役会、富谷宿観光交流ステーション現地
視察、富谷市協働のまちづくり推進審議会、来客応対

21日（水) 宮城県市町村自治振興センター訪問、宮城県市町村職員退職
手当組合臨時議会

22日（木) 水管理・国土保全局との情報交換会、来客応対
23日（金) ブルーベリーパスタ試食会、来客応対

24日（土) 富谷宿開宿400年記念しんまち祝場町プロジェクト「富谷茶
と宿場町を楽しむ会」

25日（日) 富谷宿開宿400年記念しんまち祝場町プロジェクト「富谷茶
と宿場町を楽しむ会」

26日（月)
庁議、江合・鳴瀬・吉田川水系改修促進期成同盟会要望活動、
富谷市農業委員会総会、富谷市交通死亡事故ゼロ500日達成
褒状伝達式、来客応対

27日（火) 宮城県市長会宮城県知事との行政懇談会、宮城県市町村職員
共済組合・監事会、「とみやど」開所準備連絡会議

28日（水) とみや市民公開講座、記者会見、「竹あかり」演出家・池田親
生さん講演会

29日（木) 企業訪問、仙台地方振興事務所訪問、仙台北部道路建設促進
期成同盟会地元要望、来客応対

30日（金) 仙台北部道路建設促進期成同盟会中央要望、取材
31日（土) 青少年健全育成にこにこ杯争奪少年野球大会

11月1日～15日
1日（日) 西コミ自然ふれあい学校

2日（月) 庁議、婦人防火クラブ研修会、「GIGAスクール構想」に伴う
富谷市教育ICT機器運用開始式

3日（火) 西成田地区コミュニティ推進協議会グラウンドゴルフ大会、
富谷市功労者表彰式

4日（水) 宮城県市町村共済組合理事および理事長選挙・組合会議員全
員協議会、来客応対

5日（木) 富谷市障がい者虐待防止連絡協議会・代表者会議および実務
者会議、富谷市手話奉仕員養成研修、来客応対

6日（金)
富谷宿開宿400年記念企画展「教育文化のみなもと」教科書
展、とうほく街道会議第16回交流会「奥州街道・富谷宿大会」、
来客応対

7日（土) とうほく街道会議第16回交流会「奥州街道・富谷宿大会」

8日（日) 秋の火災予防運動出発式、とみやユネスコ協会「いただきま
す」上映会

9日（月) 庁議、宮城県市町村長会議、来客応対

10日（火)
大崎市議会総務常任委員会富谷市視察、認可保育園・こども
園・市立保育所合同会議、社会資本整備を考える首長の会、
来客応対

11日（水) 東北市長会要望活動

12日（木) 宮城県下水道公社評議員会、来客応対

13日（金) ファザーリング東北フォーラムinみやぎイクボスシンポジウ
ム（オンライン会議）、宮城県市長会研修会

14日（土) 富谷塾

15日（日) とみや市政懇談会

市 長 日 録

富谷市まちづくり産業交流プラザTOMI＋
が平成30年夏にオープンしたのとほぼ同時期
に、｢富谷塾｣がスタートしました。｢富谷塾｣は、
TOMI＋を拠点とし、富谷の未来を創造する同
士の対話会等を通して、地域に根差した新たな
ビジネスや、市民起業家の創出を目指していま
す。私が塾長を務めさせていただき、創業起業
者の掘り起こし事業として始まりました。
２年前の開塾の際には、果たして希望者が集
まるのかという不安もありましたが、結果的に
１期生は75名の参加となりました。その人数
の多さに驚いたのとともに、大きな喜びを感じ
たことを覚えています。２年目の２期生は154
名、そして今年の３期生は220名以上となり、
塾生はどんどん増加してきています。
その中に、女性が多いことは富谷塾の大きな
特徴です。塾生の約６割が女性で、その８割が
30～40代の方々です。これまで培ったキャリ
アを活用し、熱い思いを持ちながらはつらつと
活動しているその姿を、とても頼もしく感じて
います。
富谷塾は、「自分のアイデアを実現したい！」
という思いを持つ塾生同士が出会う場です。そ
して対話をすることによって、お互いが学び合
い、新たなビジネスや活動を見い出す場所です。
また、まだやりたいことが見つからないけれど、
何かやりたいと思っている方でも、安心して参
加できる場所でもあります。そうした方のため
に生まれたのが「部活動」です。現在、富谷塾
には30もの部ができ、好きなことや興味のあ
ることをテーマに活動が行われ、仲間づくりの
和も広がっています。
このように、次々とアイデアが生まれ、成長
し続けている「富谷塾」です。その塾生の中に
は、来春オープンする富谷宿観光交流ステーシ
ョン「とみやど」に開店する方もいらっしゃい
ます。新たなステージで活動を始めるそのチャ
レンジ精神に敬意を表するとともに、市として
も、皆さまの思いを実現させるために支援して
いく予定です。
「富谷塾」の皆さまから
パワーをいただきながら、
「住みたくなるまち日本一」
の実現につなげていきたい
と思っています。

成長し続ける「富谷塾｣

　11月3日(火)に市役所市民交流ホールで、富谷市功労者表
彰式を執り行いました。長年、市勢発展のためにご尽力い
ただいた方の功績をたたえ、表彰しました。皆さん、おめ
でとうございます。
※新型コロナウイルス感染症対策により、式の規模を縮小しました。

受賞者　32名・6団体　※敬称略、順不同
自治功労
　草野　昭德　(成田)
　平間　静男　(とちの木)
　勝又　奎一　(明石台)
　平間　時子　(鷹乃杜)
保健衛生功労
　早坂　富男　(ひより台)
　福井　公美子(明石台)
　小松　明巳　(三ノ関)
産業功労・統計功労
　阿蘇　吉和　(明石)　
産業功労
　淺井　久雄　(一ノ関)
　佐藤　日出男(二ノ関)
　庄子　能雄　(石積)
教育文化功労
　加藤　保世　(太子堂)
　新沼　喜久子(富ケ丘)  

民生功労
　林　　哲明　(ひより台)
　笠原　純子　(日吉台)
　早坂　けさ江(三ノ関)
　西元　えり子(大清水)
　鈴木　幹子　(日吉台)
　丸　　征德　(明石台)
　秋葉　共榮　(成田) 
　永野　憲子　(明石台) 
　佐藤　文人　(ひより台)
　門間　とも子(鷹乃杜)
　磯前　由美　(東向陽台)
　内ケ﨑　清子(ひより台)
　鷹乃杜ゆとりすとクラブ
　富ケ丘南部ゆとりすとサロン
　富ケ丘北部ゆとりすとサロン
　東向陽台第一ゆとりすとサロン
　日吉台ゆとりすとクラブ

消防防災功労
　佐々木　潤也(西成田)
善行功労
　芦立　東亞(東向陽台)
　横田　やす(町中)
　千葉　孝雄(太子堂)
　海野　力　(あけの平)
特別功労
　大川　明雄(鷹乃杜)
　小林　花漣(明石台)
　富ケ丘小学校金管バンド

受賞者を代表して謝辞
を述べる大川明雄さん

自治功労で代
表受領された
草野昭德さん

国土交通省で要望書を道路局長へ手渡しました

富谷市長

若生 裕俊

コラム



タブレット端末を利用した新規事業
「遠隔手話通訳」を実施しています

　市では、聴覚障がい者の方が市
役所窓口で安心して相談等ができ
るよう、タブレット端末を利用し
た遠隔手話通訳事業を、12月1日
から市役所窓口で始めました。
　専用アプリを利用するこの事業
は、県内初の取組で、タブレット
端末に映し出された手話通訳者
が、来庁者の手話を通訳して音声
で伝えるものです。予約不要で、
手話通訳を行うことができるようになりました。
　地域福祉課の窓口で利用した重

しげ

泉
いずみ

八
や

代
よ

子
こ

さんは「自分の言う
ことがスムーズに伝わってうれしい。また利用して会話するこ

とが楽しみ
です」と話
していまし
た。 な お、
手話通訳だ
けではなく、
音声を文字
に変換でき
るアプリケ
ーションも
併せて導入
しました。

町内会の親睦を深める
西成田会館が完成
　11月30日、西成田会館鍵引渡式
を行い、西成田町内会の佐々木会
長へ鍵が手渡されました。
　老朽化に伴い建て替えられた会
館は、町内会の親睦を深めるため
に利用されます。

67 広報とみや 2021.1月号広報とみや 2021.1月号

市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

11月16日～30日
16日（月） 庁議、広報とみや1月号対談、来客応対
17日（火） 来客応対

18日（水） みやぎ生協組合員との懇談会、黒川地域行政事務組合理事会・
理事協議、テレビ取材、

19日（木） 臨時庁議、来客応対

20日（金） 富谷市民生委員児童委員協議会11月定例会、とみやわくわく
子どもミーティング、来客応対

21日（土） とみや市政懇談会

12月1日～15日
9日（水） 臨時庁議、記者会見

10日（木） 富谷市議会定例会

11日（金） 来客応対

14日（月） 庁議、富谷市介護保険運営委員会、来客応対

15日（火） 年末年始特別警戒出動式、秋季善行表彰伝達式、認知症学び
の講座、黒川地域行政事務組合理事会、来客応対

市 長 日 録

明けましておめでとうございます。皆さまに
おかれましては、お健やかに新春をお迎えのこ
とと心からお慶び申し上げます。

私事、新型コロナウイルスに感染したことに
より、昨年11月24日から12月８日まで、直接
公務に当たることができませんでした。市民の
皆さまはじめ関係するすべての皆さまに、多大
なご迷惑をお掛けしましたこと、心からお詫び
申し上げます。

入院中私は、医療従事者の皆さまが懸命に看
病に当たっておられる姿に心を打たれ、感謝し
てもしきれない思いになりました。改めまして、
医療従事者をはじめ保健・医療に関わるすべて
の方々には、感染リスクを抱える中で、新型コ
ロナウイルスの感染拡大防止に誠心誠意取り組
んでおられますことに、深く感謝申し上げます。

自覚症状がない中で新型コロナウイルスに
感染したことを知り、改めてこの感染症の怖さ
を実感いたしました。私は、こうした自らの経
験を踏まえ、今後、感染症対策をさらに強化し
てまいる所存です。引き続き、全身全霊で市長
の職務に当たってまいりますので、ご理解とご
協力をいただきますようお願い申し上げます。

さて本年は、「富谷宿観光交流ステーション
（愛称：とみやど）」が４月17日にしんまち地
区にオープン（プレオープンは３月28日）しま
す。「とみやど」は、富谷の歴史と文化が薫る
しんまち地区に、地元の偉人である内ケ崎作三
郎の記念館を中心とした観光交流の拠点となる
施設で、起業塾「富谷塾」の塾生が起業した飲
食店や、富谷産はちみつなどを販売する店舗な
どが開店します。この「とみやど」のオープン
を契機に、新たな富谷の魅力を広く発信し、か
つてのようににぎわいあふれる「富谷宿」にな
ればと考えております。

そして今年４月からは、富谷市総合計画の後
期基本計画が始まります。後期基本計画では、
持続可能な開発目標（SDGs）の理念を踏まえ
ながら、引き続き ｢住みたくなるまち日本一｣
の実現に向けたまちづくりを進めてまいります
ので、今後ともご理解とご協力をお願い申し
上げます。

2021年が皆さまにとって
輝かしい希望の一年になる
ことを心よりお祈り申し上
げます。

2021年の年頭によせて

交通安全対策に向けた社会実験を実施
大清水地区でハンプ(凸部)による自動車の走行速度抑制を検証

11月25日から12月25日の1か月間の社会実験
　可搬型ハンプ(凸部)による社会実験は、昨年の11月25
日から12月25日までの1か月間、国土交通省東北地方整
備局の協力を得て、県内初の取組として行いました。
　あけの平地区と大清水地区を結ぶ生活道路（通学路含
む）において、可搬型ハンプを設置し、自動車の走行速
度がどの程度抑制できるかを検証したものです。
　実験を行った場所は、富谷第二中学校近くの、大清水
一丁目第1公園入口付近です。

通行車両が多く、交通安全対策が急務
　以前より、この生活道路は、並行する国道4号の渋滞
を回避するための通り抜け道路として利用する車両が多
く確認されていました。
　最高速度は時速30キロに規制されていますが、速度を
超過する車両が多いこと、また朝の通勤車両と登校する
児童生徒の時間帯が重なることから、通学路の安全対策
が急務となっていました。

継続して交通安全対策を協議・検討
　市では、昨年に、地元町内会長、国土交通省東北地方
整備局、大和警察署、市教育委員会による「富谷市あけ
の平・大清水地区交通安全対策協議会」を発足しました。
合同点検を実施しながら、今回の社会実験の必要性を協
議して実施に至っています。
　この社会実験の終了後は、国土交通省東北地方整備局
において実験結果が分析されます。その分析結果をもと
に、この生活道路における交通安全対策を協議・検討し
ていきます。
問 都市整備課　☎022-358-0525

※�市長は、11月24日に新型コロナウイルスに感染したことが判明し、同日に医療機関へ入院しました。12月3日に退院し、12月9日に市役所へ
登庁し公務へ復帰しています。

富谷市長

若生 裕俊

各分野でご活躍された方が表彰
されました。
※�表敬訪問された方を紹介して

います。
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令和3年富谷市消防出初式
無火災・無災害を願って

1月10日、市役所市民交流ホールを会場に、富谷市消防出初
式を執り行いました。
　例年、出初式には全団員が出動しますが、新型コロナウイル
ス感染症対策として規模を縮小し、班長以上の幹部団員のみが
出動。来賓者とともに、今年1年の無火災・無災害を願いました。
　今年は、明石班へ小型動力消防ポンプ軽積載車の配備を予定
しており、16班全班への車両配備が完了します。

総合窓口をご利用ください
　住所異動や戸籍届出、故人に関する各種手続きは、１つの窓
口で対応するワンストップサービスを実施しています。手続き
の内容に応じて各課の担当者が対応しますので、市役所１階「総
合窓口」をご利用ください。
問 市民課　☎022-358-0511

日本善行会表彰
受章おめでとうございます

1月7日、秋季善行表彰で受章された皆さんが、市長を表敬
訪問されました。この表彰は、一般社団法人日本善行会主催で、
犯罪予防活動や清掃活動、火災予防活動など、長年、さまざま
な善行の活動をされてきた方へ贈られるものです。
　皆さん、受章おめでとうございます。

成人おめでとうございます
令和3年富谷市成人式

長
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防
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動
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67 広報とみや 2021.2月号広報とみや 2021.2月号

市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

12月16日～31日

16日（水） くろかわ商工会事業説明会、成田中央幼稚園クリスマス献
金贈呈式、来客応対

17日（木） 取材応対、黒川地区交通安全協会市内支部長懇談会、来客
応対

18日（金）
富谷市歳末たすけあい募金配分金贈呈式、富谷市民生委員
児童委員協議会12月定例会、富谷市総合計画審議会、来
客応対

19日（土） 富谷塾
21日（月） 庁議、富谷市民生委員推薦会、来客応対
22日（火） 大和町役場訪問、富谷市市民協働セミナー、来客応対
23日（水） 記者会見、来客応対

24日（木） 黒川地域行政事務組合議会定例会・全員協議会、富谷市農
業委員会総会、富谷市障がい者施策推進協議会、来客応対

25日（金） 一般県道大衡仙台線宮床工区開通式、富谷市地域福祉計画
推進協議会、年末訓示、臨時庁議

28日（月） 歳末お弁当出発式、宮城県市町村職員共済組合訪問、宮城
県市町村自治振興センター訪問、来客応対

1月1日～15日

4日（月） 宮城県市町村職員共済組合年頭訓示・辞令交付、宮城県市
町村自治振興センター新年のごあいさつ、来客応対

5日（火） 年頭訓示、臨時庁議、来客応対

6日（水）
新型コロナウイルスワクチン接種特別対策チーム任命書交
付、黒川消防出初式、宮城県後期高齢者医療広域連合運営
連絡会議、来客応対

7日（木） 新型コロナウイルス感染症対策本部会議、来客応対

8日（金） 国・県等の関係機関へ新年のごあいさつ、来客応対

10日（日） 富谷市消防出初式、富谷市成人式

12日（火） 庁議、来客応対

13日（水） テレビ取材、仙台都市圏広域行政推進協議会（オンライン
会議）、定期監査結果報告、来客応対

14日（木） 市内どんと祭会場訪問、来客応対

15日（金） 100歳お祝い訪問、富谷市民生委員児童委員協議会1月定
例会

市 長 日 録

「認知症」というと、皆さんはどのような印
象をお持ちでしょうか。さまざまなことを忘れ
てしまいかわいそうとか、介護する家族が大変
そうとか、あるいはその行動に対して怖いとい
った感覚をお持ちの方もいらっしゃるかもしれ
ません。
私自身、認知症を患った祖母と10年ほど一緒
に暮らし、同居の大変さを実感しています。最
初は祖母の行動に戸惑い、接し方も分からず、
家族で支えるのに相当な負担を感じました。し
かし、その後に認知症について学び、理解するこ
とによって、接し方を変えることができました。
例えば、「驚かせない」「急がせない」「自尊
心を傷つけない」の、３つの「ない」を心掛け
ることを学びました。認知症の方と接するとき
には、常に心のゆとりが必要ということです。
具体的な対応としては、「まずは見守る」「余
裕を持って対応する」「声をかけるときは一人
で」「後ろから声をかけない」「相手に目線を合
わせて優しい口調で」「おだやかに、はっきり
した話し方で」「相手の言葉に耳を傾けてゆっ
くり対応する」という7つのポイントがあり、
最低限身に付けておくべきことです。
65歳以上の人口が全体人口の21％を超えて

「超高齢社会」となった現代、「認知症」は身近
な病気です。決して他人ごとではなく、本人や
家族がいつその病に見舞われるか全く分かりま
せん。そして、当然のことながら、認知症にな
りたくてなっている方は一人としていないので
す。長い歳月をかけて積み重ねてきた大切な思
い出や知識・感情などを失ってしまうことは、
本当に辛いことです。そのように望まない病を
患っている方に対し、周りの人が正しい理解を
することが大切で、いつどこで認知症の方に出
会っても、適切に優しく接することが必要にな
ります。
市では、「認知症」について、「学びの講座」
を開催しています。ぜひ多くの皆さんにご参加
いただき、偏見を持つことなく、認知症の方を
地域で見守り、支え合うことの大切さを知り、
認知症サポーターの証であ
るオレンジリングを、もっ
ともっと広めていければと
思っています。

住み慣れた地域で暮らし続けるために

1月10日、富谷市成人式を富谷スポーツセンターで執り行
いました。

新型コロナウイルス感染症対策として、中学校区を2回に
分けて午前と午後に実施。成人者の席の間隔を空けたり、来
賓者の縮小や家族の来場を控えていただくなど、3密になら
ないよう実施しました。式典の時間も約10分と、大幅に短縮
しました。
　市長は「人と人、心と心のつながりを大切にしていきまし
ょう。そして地域全体で、新型コロナウイルスの難局を乗り
越えていきましょう」とあいさつしました。今年の新成人は
650人で、平成12年4月2日から平成13年4月1日生まれの皆
さんです。

富谷市長

若生 裕俊

撮影のためマスクを外しています

コラム



宮城県市長会副会長として要望活動
新型コロナウイルスワクチン接種 
に関する緊急要望書を県へ提出

　1月28日、宮城県市長会(会長：伊藤康志大崎市長)と宮城県
町村会(会長：佐藤仁南三陸町長)は、新型コロナウイルスのワ
クチン接種に関する緊急要望書を、佐野好昭宮城県副知事へ手
渡しました。市長は、宮城県市長会の副会長として出席。早期
に、そして適切
にワクチン接種
を 行 え る よ う、
県の積極的な事
業推進や情報共
有の徹底、ワク
チン供給体制の
確立、医療機関
等との連携など
を要望しました。

大塚製薬株式会社と協力連携
スポーツ等による健康づくり増進に 

関する包括連携協定を締結
　2月12日、スポーツ等による健康づくりや市民の健康増進に
資することを目的に、大塚製薬株式会社と包括連携協定を締結
しました。
　大塚製薬株式会社は、健康管理や食育推進、防災・災害時支
援、熱中症対策などの活動を積極的に進めており、自治体と協
働で地域社会の課題解決に
向けた取組を行っています。
　今年の秋に開催を予定し
ている「七ツ森ハーフマラ
ソン大会」への協力・支援
や市民対象の健康講座、熱
中症対策アドバイザーの要
養成講座等の開催など、ス
ポーツ推進・健康増進・健
康管理に関するさまざまな
取組を、連携協力しながら
進めてまいります。
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市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

1月16日～31日
18日（月） 庁議

19日（火） 所得申告相談員任命式、富谷しんまち活性化協議会、
来客応対

20日（水） 来客応対
21日（木） 宮城県民間非営利活動促進委員会、来客応対
22日（金） 宮城県市長会正副会長会議、来客応対

25日（月） 庁議、富谷市農業委員会総会、黒川地域行政事務組合
理事協議、来客応対

26日（火） 固定資産評価審査委員会任命式、スケルトン競技髙橋
弘篤選手後援会選手活動費贈呈式、来客応対

27日（水） 定例記者会見、富谷市障がい者差別解消研修会、富谷
市地域水田農業推進協議会総会、来客応対

28日（木） 宮城県市長会要望活動、富谷市総合計画審議会、宮城
県交通安全ポスター作文コンクール表彰状交付式

29日（金） 富谷宿観光交流ステーション現地視察、富谷市協働の
まちづくり推進審議会・答申式、来客応対

30日（土） 富谷塾
2月1日～15日

1日（月） 辞令交付式、庁議、宮城県退職者連合要望、富谷市生
産調整協力員会議、来客応対

2日（火） 取材対応、自死予防対策職員研修、七ツ森ハーフマラ
ソン大会実行委員会設立総会・実行委員会

4日（木） 県庁訪問、宮城県市町村自治振興センター議会定例会、
泉青年会議所2021年度新年式典

5日（金） 職員勉強会「みやぎ出前講座」、大和警察署訪問、黒川
地域行政事務組合総合教育会議・理事協議・理事会

7日（日） 宮城県防災指導員フォローアップ講習

8日（月） 庁議、行政改革推進本部会議、富谷市介護保険運営委
員会、2021年度郵政事業有識者懇談会

9日（火） 第11回脱炭素チャレンジカップ2021（オンライン）、
富谷市消防団幹部会議、来客応対

10日（水）

100歳お祝い訪問、富谷市議会議員全員協議会、富谷
市危機管理対策本部会議・新型コロナウイルス感染症
対策本部会議、富谷市議会定例会提出議案に係る記者
発表

11日（木） 建国記念の日を祝う宮城県民大会

12日（金）
宮城県市町村職員退職手当組合訪問、大塚製薬株式会
社とのスポーツ等による健康づくりの増進に関する包
括連携協定締結式、来客応対

13日（土）
環境省シンポジウム2050年カーボンニュートラルシ
ンポジウム（オンライン）、地域おこし協力隊お試しツ
アー、地震対応

14日（日） 特別警戒本部会議
15日（月） 庁議、来客応対

市 長 日 録

開宿400年記念事業として、国の地方創生拠
点整備交付金を活用し、「富谷宿観光交流ステ
ーション・とみやど」を開館するに当たり、内
ヶ崎作三郎先生の生まれ育った内ケ崎醤油屋跡
地を利用させていただきました。そして、その
母屋を歴史文化伝承館「内ヶ崎作三郎記念館」
として整備いたしました。
富谷の偉人である作三郎先生の記念館をこの

場所に作ることができたことに、大きな喜びを
感じるとともに、ご協力をいただいた皆さまに
深く感謝申し上げます。
私が作三郎先生の名前を知ったのは、小学生

のときで、当時西成田小と統合したばかりの富
谷小学校の校庭に、先生の胸像が建っていまし
た。その風貌に郷土の偉人の風格を感じたこと
を、子ども心に覚えています。
現在その胸像は、生まれ育った場所へ移設し、

皆さんをお待ちするべく記念館のそばに鎮座し
ています。「とみやど」を訪れた際にぜひ、ご
覧いただければと思います。
作三郎先生は、教育者・牧師・そして政治家

として、明治・大正・昭和の激動の時代を駆け
抜け、活躍された人物です。その時代に実際に
先生を見たというのが、一ノ関にお住まいの浅
野昭一さん(91歳)で、小学校高学年だった昭和
16年に、衆議院副議長として帰郷された作三郎
先生のことを鮮明に覚えているそうです。
「作三郎先生は学殖豊か、とうとうとした弁
舌で、学者らしく偉ぶったところは全くなく、
誰とでも打ち解けたふるまいの方でした」と浅
野さんはおっしゃっています。郷土が生んだ大
政治家を、地元の皆さんで歓迎した当時の様子
を想像することができます。
作三郎先生を語る上で、その著書の「人生学」

を欠かすことはできません。その本は、大正11
年12月に名古屋市にて教育家を対象に行われ
た講演会の内容をまとめたもので、生命に関す
ることから衣食住や保健問題、人生終局の目的
など、人間としての道を極めるためのさまざま
な事柄がつづられています。
約100年前に語られた内容ですが、現代にも

通じる学ぶべきことが多い著書です。記念館を
開館するこの機会に、その
教えを学ぶとともに、作三
郎先生の偉業を後世に伝え
ていかなければならないと
思っています。

作三郎先生の偉業を後世に
「ゼロカーボンシティ」を宣言
～2050年　二酸化炭素排出実質ゼロを目指して～

　2月10日、本市は、2050年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指
す「ゼロカーボンシティ」を宣言しました。
　これまで本市では、環境対策として、公共施設のLED化や、ごみの減
量化・再資源化等に取り組んでいます。平成29年度からは、「とみやか
らはじまる未来のくらし」をテーマに、環境省の地域連携・低炭素水素
技術実証事業に取り組んでいます。
　また、水素エネルギー啓発イベントやフォーラムを開催するなど、地
球環境への貢献につなぐエネルギー地産地消のまちづくりを目指して、
さまざまな取組を進めています。

　3月には、宮城交通バス株式会社、
宮城県と連携して、水素で走る燃料
電池バス(FCバス)の運行実証事業が
始まります。来年度には、サイエン
ス教育と環境教育の啓発に取り組む
こととしています。
　今後も、将来に渡って、安全安心
に暮らすことができる豊かな環境を
引き継ぐため、資源循環やエネルギ
ー の 地 産 地 消 な ど に 取 り 組 み、
2050年までには二酸化炭素排出量
実質ゼロにすることを目指してまい
ります。

富谷市長

若生 裕俊

コラム



仙台北部道路4車線化へ
富谷JCT ～利府しらかし台IC

　3月5日、国土交通省が令和３年度に着手する４車線化の候
補箇所として、仙台北部道路「富谷ジャンクション〜利府しら
かし台インターチェンジ」の約5.8㎞区間を選定しました。
　これまで、仙台北部道路の整備について要望活動を行ってま
いりましたが、今後も引き続き、富谷ジャンクションのフルジ
ャンクション化の実現と併せ、要望してまいります。

住みよいみやぎづくり功績者表彰

受賞おめでとうございます
特定非営利活動法人SCR(自然愛護活動)

武
た け

田
だ

重
し げ

勝
か つ

さん（環境美化活動）

県選挙管理委員会主催  第13回明るい選挙啓発標語作品

最優秀賞おめでとうございます
花
は な

見
み

 優
ゆ う

果
か

さん（富ケ丘小4年 ※受賞時）

　住みよいみやぎづくりを推進するため、地域社会に貢献する
功績のある方々を表彰する「住みよいみやぎづくり功績者表彰

（県主催）」。2月26日に、受賞された方へ、市長から感謝状が
伝達されました。
　今回受賞されたのは、NPO法人SCR(代表 村上幸枝さん)と
武田重勝さん(成田)。SCRの皆さんは自然愛護活動、武田重勝
さんは、長年、環境美化活動に尽力された功績により受賞とな
りました。
　受賞された皆さん、おめでとうございます。

写
真
右
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｃ
Ｒ
の
福
井
公
美

子
さ
ん
、
代
表
の
村
上
幸
枝
さ
ん
、
市
長
の
左

に
武
田
重
勝
さ
ん
ご
夫
妻

受賞作品
『これからの　未来を決める　その一票』

富
谷
市
で
は
、
初
の
最
優
秀
賞
受
賞

で
す
。
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市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

2月16日～28日

16日（火）
宮城大学訪問、健康推進員定例研修会、ユニセフ

「日本型CFCモデル検証作業」完了報告および今後
の展望（オンラインフォーラム）

17日（水） 富谷宿観光交流ステーション現地視察、富谷市都
市計画審議会、臨時庁議、来客応対

18日（木） 富谷市議会定例会、来客応対

19日（金） 黒川地域行政事務組合議会定例会・議員全員協議
会

20日（土） TOMIYAシリコンプロジェクト、富谷塾

21日（日） 穀田町内会総会

22日（月） 庁議、宮城県市町村職員共済組合議員全員協議会、
来客応対

24日（水） 記者会見、県庁訪問、来客応対

25日（木） 富谷宿観光交流ステーション現地視察、農業委員
会総会、富谷市行政改革懇談会、来客応対

26日（金） 住みよいみやぎづくり功績者表彰・感謝状贈呈式

28日（日） 富谷市消防団協力事業所表示証交付式、春の火災
予防運動出発式

3月1日～15日
1日（月） 庁議、富谷市議会定例会
2日（火） 富谷市議会定例会
3日（水） 富谷市議会定例会
4日（木） 富谷市議会定例会、来客応対

5日（金） 富谷市議会定例会、とみや杜の橋こども園訪問、
富谷消防署救急車お披露目

7日（日） 今泉町内会総会

8日（月）
富谷市危機管理対策本部・新型コロナウイルス対
策本部会議、庁議、富谷市議会定例会、富谷市議
会議員全員協議会、来客応対

9日（火） 河北ランド監査役会、東北地方整備局訪問、仙台
河川国道事務所訪問

10日（水）
第6期障がい者福祉計画・第2期障害児福祉計画
答申、宮城県市町村職員共済組合役員会・組合会、
来客応対

11日（木） 企業訪問、富谷市議会定例会
12日（金） 市内中学校卒業式
13日（土） とみやどテストマーケティング、富谷塾、

15日（月）
庁議、特殊詐欺防止機能付き電話装置等購入補助
事業キャンペーン、地域福祉計画推進協議会、取
材対応、明るい選挙啓発標語コンクール賞状授与
式、来客応対

市 長 日 録

令和３年度がスタートしました。昨年度は新
型コロナウイルス感染症の影響で、予定してい
た事業を縮小したり、中止や延期されたりと思
うように進まず、感染症対策を中心とした一年
でした。今年度においても、全市民を対象とし
た地域振興商品券の交付や、市内医療機関など
に従事する方に感謝を込めて、本市の特産品等
を贈呈する応援事業、テイクアウト等利用促進
事業、事業継続支援事業などの11事業を第８弾
独自支援策として実施いたします。
また、ワクチン接種につきましては、黒川３

町村および黒川医師会と連携を図りながら、準
備を迅速かつ適切に進めています。引き続き、
新型コロナウイルス感染症防止対策を最優先と
位置付け、皆さんの命と暮らしを守るために全
力で取り組んでまいります。
コロナ対策以外では、子どもの心のケアを充

実させるため、新たに「教育支援センター」を
設置し、児童生徒の実情に応じたさまざまなサ
ポートを行い、学校復帰や社会的自立を目指し
ていきます。他にも「病児・病後児保育室」や
「生活困窮者自立支援促進事業」などの拡充を
行います。側溝整備については、事業費を大幅
に増額し、太子堂・富ケ丘・鷹乃杜・とちの木
地区にて行う予定で、市民の皆さんが暮らしや
すい生活環境の整備を推進していきます。
そして、いよいよ今月17日には、「富谷宿観

光交流ステーション（愛称：とみやど）」がグ
ランドオープンします。開宿400年の記念事業
として、歴史あるしんまち地区に完成したこと
を本当にうれしく思います。富谷の偉人である
内ヶ崎作三郎先生をはじめとした先人の方々の
たゆまぬ努力を受け継ぎながら、人々の温かい
交流の場所となることを願っています。
市制施行５周年を迎える10月10日には、と

みやどを会場として「街道まつり（本まつり）」
が行われます。昨年予定していたのを延期して
開催するものですが、今年こそは、予定通り行
えるよう、一刻も早くコロナが収束することを
切に祈っています。
今年度も、市民の皆さんがより一層安全で、

充実した生活が送れるよう
に、一つ一つの課題に丁寧
に向き合い、全身全霊で取
り組んでまいります。

コロナ禍での安全と充実した生活のために

市の組織を一部改編
　さまざまな行政課題、高度化・多様化する住民ニーズ
に的確に対応するとともに、「住みたくなるまち日本一」
の実現に向け、より専門性が高く、効率的で機能的な行
政組織となるよう、4月に市の組織を一部改編しました。
組織図は９ページをご覧ください。
問総務課　人事組織管理室　☎022-358-0621

債権管理事務を強化 ～収納対策室を設置～
　私債権における未納額の増大、対象債権の拡大に
よる事務負担の増、統一的な対応・対策がとれてい
ないといった全庁的な課題を解決するため、税務課
内に「収納対策室」を設置します。
　専門性を持つ職員の育成、情報共有化を図り、税
の徴収をはじめ債権管理事務の計画的、統一的な運
用の推進を図ります。

都市整備課の維持管理業務、建設行政を強化
～維持管理室を設置～

　都市整備課の業務において、今後は、維持管理等
における業務の割合が増えていく見込みです。
　それに伴い、許可証発行等の建設行政業務が増え
ることから、都市整備課内に「維持管理室」を設置
します。

水道事業の体制を強化 ～副管理者を設置～
　各部間の情報共有や連絡調整のさらなる迅速化・円
滑化を図るため、水道事業に「副管理者(部長級)」を
配置し、災害等の対応力の強化を図り、効率的かつ効
果的な業務執行体制を構築します。
人事組織管理体制を強化 ～人事組織管理室を設置～

　行政組織をより効率的・効果的にマネジメントする
ため、総務課内に「人事組織管理室」を設置します。
　人事管理、組織管理、人事評価を中心に、組織の人
材戦略の中核的役割として、他部署との連携を図りな
がら人材マネジメントの仕組みを構築・強化し、組織
全体としてのパフォーマンスの向上を図ります。

行政サービスのデジタル化を推進
～情報デジタル化推進室へ改編～

　国が推進するデジタル化に迅速に対応するため、総
務課内の「情報化推進室」を「情報デジタル化推進室」
に改編し、全庁的な行政サービスのデジタル化に取り
組みます。

※撮影のためマスクを外しています。

富谷市長

若生 裕俊

コラム



新たに３人が地域おこし協力隊員に着任

LED防犯灯が寄贈されました
　3月25日（木）に、東北電力ネットワーク株式会社仙台北電力
センター様と株式会社ユアテック仙台北営業所様より、LED防
犯灯５灯を寄贈していただきました。これは、地域の事情を踏
まえて、昨年度に引き続き寄贈されたものです。
　防犯灯は、市内に設置し、安全・安心なまちづくりのために
活用します。ありがとうございます。

　昨年度から活動している３人の隊員に加えて、今年度新たに
３人の方が富谷市地域おこし協力隊に着任し、４月１日に委嘱
状が交付されました。
　６人の地域おこし協力隊員は、これまでの経験を生かして富
谷市の地域活性化に向けた取り組みを行っていただきます。

左から後藤さん、児玉さん、齋さん
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市長の主な公務を掲載しています（庁内の打ち合わせ等は掲載していません）

3月16日～31日
16日（火） 富谷幼稚園卒園式、来客応対

17日（水） 東向陽台幼稚園卒園式・閉園式、富谷市総合交通検討委員会、来客応対

18日（木） 富谷市総合教育会議、Date FM収録、富谷市行政区長会議、企業訪問、来客応対

19日（金）
市立小学校卒業式、富谷市民生委員児童委員協議会定例会、
臨時庁議、新型コロナウイルス感染症対策本部会議、来客
応対

21日（日） 宮城県市町村長会議（オンライン）

22日（月）
庁議、黒川地域行政事務組合マテリアルリサイクル推進施
設落成式・理事会、新型コロナウイルス感染症対策本部会
議

23日（火） 宮城県下水道公社評議員会、SDGsと宮城 宮城県の人間の安全保障指標発表会、富谷しんまち活性化協議会

24日（水） 燃料電池バス出発式、とみやブルーベリーサポーターズ感謝式、来客応対

25日（木）
防犯灯寄贈式、富谷市農業委員会総会、富谷市保健福祉総
合支援センター運営協議会、新型コロナウイルス感染症対
策本部会議、来客応対

26日（金） 宮城県庁訪問、東北地方整備局訪問、宮城県市町村職員共済組合訪問、来客応対

29日（月） 庁議、来客応対

30日（火） 記者会見、黒川地区後継者対策推進協議会総会、辞令交付式、来客応対

31日（水） 退職辞令交付式、来客応対

4月1日～15日

1日（木）
辞令交付式、市長訓示、臨時庁議、地域おこし協力隊委嘱
状交付式、新規採用職員研修講話、宮城県市町村職員共済
組合辞令交付式

2日（金） 富谷市立小・中学校教職員服務宣誓式、宮城県市町村長会
議（オンライン）、来客応対

4日（日） 新型コロナウイルス感染症対策本部会議

5日（月） 庁議、宮城県市町村自治振興センター・東北自治研修所訪
問、富谷宿観光交流ステーション視察、来客応対

6日（火） 企業訪問、富谷宿観光交流ステーション・とみやど出店者
会議、来客応対

7日（水） 富谷市鳥獣被害対策実施隊員委嘱状交付式、来客応対

8日（木） 交通安全運動市内巡回、東北地方整備局訪問、来客応対

9日（金） 来客応対

12日（月） 庁議

13日（火） 交通安全運動市内巡回、来客応対

14日（水） 内外情勢調査会宮城支部懇談会、来客応対

15日（木） 富谷市防犯協会役員会

市 長 日 録

先日、東向陽台中学校いちょう学級の生徒さ
んより、心のこもったお手紙と「シトラスリボ
ン」をいただきました。このリボンは、コロナ
禍で生まれた差別や偏見をなくそうと愛媛県の
方々が始動した「シトラスリボンプロジェクト」
のシンボルとなるリボンです。「ただいま」「お
かえり」と自然に言い合え、差別や偏見がなく、
みんなが心から暮らしやすい社会を目指すこの
プロジェクトに賛同して取り組む生徒の皆さん
に、大変感動いたしました。私もこのプロジェ
クトを応援し、さまざまな場面でPRできれば
と思っています。
国内において新型コロナウイルスが感染拡大

してから1年以上が経過し、市民の皆さんにお
かれましては、長期間にわたり、感染予防対策
の徹底にご協力をいただいておりますことに、
改めて深く感謝申し上げます。
今年の3月に入ってから、県内において感染

が急拡大し、同月18日に、宮城県が仙台市とと
もに独自の緊急事態宣言を発令しました。4月
5日には、政府が「まん延防止等重点措置」の
適用を決定しました。本市においても感染者が
増え、何としても感染拡大を食い止めるために、
市施設の利用制限、事業・イベントの中止や縮
小を実施しております。
市民の皆さんには、大変ご不便をお掛けして

おりますが、「まん延防止等重点措置」等が解
除されるまで、市施設の利用制限等にご理解い
ただきますようお願いいたします。
感染対策として期待がかかるワクチンが、高

齢者向けに供給がスタートしました。本市にお
いては対策チームを中心として、黒川医師会や
黒川3町村と連携するなど万全の体制で、4月
27日より、80歳以上の方を対象としたワクチ
ン接種を開始しております。今後も国からワク
チンが供給され次第、接種を希望する市民の皆
さんが迅速にワクチンを接種できるよう、適切
に進めてまいります。
新型コロナウイルスの収束を強く願いなが

ら、感染された方などへの差別や偏見がなく、
皆さんが安心し、心から暮
らしやすいまちとなるよ
う、これからも最優先でコ
ロナ対策に取り組んでまい
ります。

「シトラスリボン」

人間の安全保障
県内総合指標第１位に認定

　3月23日（火）、NPO法人「人間の安全保障」フォーラ
ム主催で、「SDGsと宮城　宮城県の人間の安全保障指標
発表会」が開催され、富谷市が宮城県内総合指標第１位
に認定されました。
　NPO法人「人間の安全保障フォーラム」では、SDGs（持
続可能な開発目標）の理念である「誰一人取り残されない」
社会の実現を目指し、
日本の人間の安全保障
指標を発表しています。
　この指標は、総合指
数・命指数・生活指数・
尊厳指数から計算され
全国の自治体から宮城
県をモデルに、「宮城県
の人間安全保障指標」
を数値化し今回の発表
となりました。富谷市
は、命指数、生活指数、
総合指数で第１位に認
定されました。

１位と認定された指数について
■命指数…
平均寿命、健康寿命、子どもの割合、未婚率、高齢化率、
健康診断受診率、喫煙率、病院数、医師の数、産婦人
科医院の数、１日の歩数、１人当たりの医療費など、
26の指標から数値化されています。
■生活指数…
完全失業率、女性人口に占める就業者の割合、待機児
童数、肥満傾向児童生徒の
割合、ICT教育の環境、生活
保護受給率、要介護割合、
持ち家世帯の比率、汚水処
理率、自然災害による住居
被害など、48の指標から数
値化されています。
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業務内容
　富谷宿観光交流ステーションの管理運営業務や、富谷市
の魅力を生かした事業や商品の創出、情報発信など。

富谷市長

若生 裕俊

コラム


